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1867 · CAPITAL · CRITIQUE

マルクスと『資本論』

資本主義を最も鋭く解剖した思想家。 その分析は、支持者にも批判者にも

無視できない知的遺産を残した。
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WHAT HAPPENED

何が起きたか ── 資本主義の「設計図」を暴いた書物

1867年、ドイツ出身の思想家カール・マルクスが『資本論（Das Kapital）』第1巻をハンブルクで

出版した。第2巻と第3巻は、マルクスの死後にエンゲルスの編集により刊行された。

『資本論』は、資本主義経済の構造を内部から分析した著作である。商品の価値がどのように生ま

れ、利潤がどこから来るのか、資本がいかにして蓄積されるのか。マルクスはこれらを労働価値説

に基づいて体系的に解明しようとした。

出版当時、反響は限定的だった。しかしこの書物は、20世紀の世界を二分する思想的基盤となる。

WHY IT HAPPENED

なぜ書かれたか ── 産業革命の影

マルクスが『資本論』を執筆した19世紀中葉のヨーロッパは、産業革命の恩恵と苦痛が同時に噴き

出していた時代だった。

— 工場労働者は1日14-16時間働き、女性や子どもも過酷な労働に従事した

— 労働者の平均寿命は、裕福な階層の半分以下だった

— 経済は急成長していたが、その果実は資本家に集中していた

— 周期的な恐慌が繰り返され、労働者は失業と貧困に晒された

アダム・スミスの「見えざる手」は、なぜ労働者を救わないのか。市場の自由は、なぜ格差を拡大

するのか。マルクスは、資本主義そのものの構造にその原因を見出そうとした。

WHAT CHANGED

何が変わったか ── 20世紀の世界を二分した思想

マルクスの中心的な概念は「剰余価値」である。労働者は自分の賃金以上の価値を生産し、その差

額（剰余価値）が資本家の利潤となる。これがマルクスの言う「搾取」の構造だった。

この分析は、二つの方向に巨大な影響を及ぼした。

— 共産主義革命の理論的基盤 ──

1917年のロシア革命、1949年の中国革命。マルクスの思想は数億人の運命を変えた
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— 資本主義国の社会改良 ── 最低賃金制度、労働組合の合法化、社会保障制度、累進課税。これらはす

べて「マルクスへの回答」として生まれた側面がある

皮肉なことに、マルクスが予言した「資本主義の崩壊」は起きなかった。資本主義は、マルクスの

批判を取り込むことで自らを修正し、生き延びたのである。

WHAT REMAINS

今に残るもの ── 格差論争の原点

ソ連は崩壊し、中国は事実上の市場経済を採用した。しかし、マルクスの分析は決して過去のもの

ではない。

— 格差の構造分析 ── ピケティの『21世紀の資本』は、マルクスと同じ問いを現代のデータで検証した

— 労働と資本の対立 ── プラットフォーム企業のギグワーカー問題は、19世紀の工場労働問題の現代版

— 周期的恐慌の理論 ── 資本主義が周期的にバブルと崩壊を繰り返すというマルクスの指摘は、2008

年のリーマン・ショックでも確認された

— AI時代の雇用不安 ──

技術革新が労働者を不要にするという恐怖は、マルクスの「相対的過剰人口」論の延長線上にある

マルクスを読むことは、共産主義を支持することではない。資本主義の構造的な弱点を理解するた

めの、最も鋭利な知的道具を手に入れることである。

FOR INVESTORS

投資家にとっての意味 ── 資本主義の脆弱性を知る

マルクスの分析は、投資家にとって不快だが重要な視点を提供する。

— 利潤率の傾向的低下 ── 資本が蓄積されるほど利潤率が低下するというマルクスの仮説は、先進国の

低金利環境と無関係ではない

— 格差は政治リスクになる ── 格差の拡大はポピュリズムを生み、規制強化や増税につながる。ESG投

資の台頭もこの文脈で理解できる

— 景気循環は構造的 ── 好況と不況の繰り返しは偶然ではなく、資本主義の内在的メカニズム。マルク

スはこれを150年前に指摘した

資本主義を信じて投資する者こそ、資本主義の批判者を読むべきだ。自分が乗っている船の弱点を

知ることは、生存のための最低条件である。
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